
匝瑳探訪

の市政 窓

の
点
火
セ
レ
モ
ニ
ー
の
み
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
大
変

残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
に
は
、

や
む
を
得
な
い
決
断
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
止
を
求

め
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向
上

と
、「
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
」
を
適
用
し
、
沖
縄
を

除
き
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を

解
除
。
開
催
に
向
け
舵
を
切

っ
た
模
様
で
あ
り
、
予
防
対

策
や
観
客
入
場
な
ど
の
話
題

が
日
増
し
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ら
な

る
対
応
と
努
力
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　

八
日
市
場
ド
ー
ム
で
も
、

　

皆
様
が
広
報
そ
う
さ

７
月
号
を
ご
覧
に
な
る

頃
に
は
、
私
は
、
年
中

行
事
で
あ
り
ま
す
浅
間

様
に
お
参
り
を
済
ま
せ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
私
が
幼
い

頃
、
父
に
手
を
引
か
れ

な
が
ら
お
参
り
に
行
き

ま
し
た
が
、
当
時
、
学
問
の

神
様
で
あ
る
菅
原
道
真
公
を

祀ま
つ

る
天
神
山
へ
の
参
道
は
、

多
く
の
参
拝
者
が
立
て
た
幣

束
で
白
一
面
に
彩
ら
れ
、
最

終
参
拝
の
八
重
垣
神
社
の
参

道
に
は
、
大
好
き
な
大
福
の

出
店
が
並
ん
で
い
た
70
年
前

を
思
い
出
す
と
、
時
代
の
流

れ
を
感
じ
ま
す
。

　

７
月
１
日
の
今
日
は
、
五

輪
聖
火
が
野
栄
中
学
校
か
ら

野
栄
ふ
れ
あ
い
公
園
ま
で
リ

レ
ー
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

し
た
が
、
蓮
沼
海
浜
公
園
で

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
よ
う

と
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
５
月
に
は
千
葉
県
高
等

学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
６
月
に
は
千
葉
県
高
等

学
校
剣
道
大
会
、
今
月
は
千

葉
県
中
学
校
剣
道
大
会
が

予
定
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な

大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
実
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
夏
の
諸
行
事
は
、

残
念
な
が
ら
昨
年
同
様
中
止

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

秋
に
は
例
年
に
近
い
形
で
の

開
催
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

長
期
間
の
自
粛
要
請
で
心
苦

し
く
思
い
ま
す
が
、
市
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
早
期
収
束
に
向
け
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規
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成
田
山
拝
礼
碑

荻
野
を
歩
く

　

荻
野
（
平
和
地
区
）
は
、

念
仏
川
を
挟
ん
で
旭
市
に
隣

接
し
て
い
ま
す
。
川
の
縁
に

「
成
田
山
拝
礼
」
と
深
く
刻

ま
れ
た
高
さ
１
２
０
セ
ン
チ

ほ
ど
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

成
田
山
新
勝
寺
（
成
田

市
）
の
参
拝
記
念
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
新
勝
寺
の
講

（
信
仰
集
団
）
を
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今

春
、
新
勝
寺
の
五
井
野
照
秀

さ
ん
か
ら
「
成
田
講
と
寺
社

参
詣
」
と
題
し
た
冊
子
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
新
勝
寺

の
参
詣
者
の
う
ち
、
団
体
の

も
の
を
「
講
（
講
社
）」
と
い

い
、
成
田
講
は
、
江
戸
時
代

中
期
・
元
禄
ご
ろ
か
ら
成
田

山
不
動
明
王
を
信
仰
す
る
人

た
ち
に
よ
っ
て
各
地
に
数
多

く
結
成
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

荻
野
の
成
田
山
拝
礼
碑

は
、
裏
面
の
文
字
か
ら
明
治

28
（
１
８
９
５
）
年
７
月
に
、

平
和
村
荻
野
（
同
村
は
明
治

22
年
に
成
立
）
の
川
口
定
右

衛
門
が
願
主
と
な
り
「
永
喜

講
社
」が
建
て
ま
し
た
。

　

成
田
講
は
、
明
治
９（
１
８

７
６
）
年
に
は
２
７
３
８
講
存

在
し
、
こ
の
頃
に
は
講
を
受

け
入
れ
る
宿
が
新
勝
寺
門
前

周
辺
に
十
分
そ
ろ
っ
て
い
た

と
さ
れ
ま
す
。
永
喜
講
社
の

講
員
も
そ
う
し
た
宿
に
泊
ま

り
、
平
和
村
と
成
田
山
を
徒

歩
で
往
復
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
石
碑
は
、
道
標
も
兼

ね
て
い
て
、
仮
名
文
字
も
使

い
浅
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

正
面
に
「
此こ

の

方ほ
う

お
ぎ
の
（
荻

野
）、
ひ
ら
木
（
平
木
）、
福

岡
町
（
八
日
市
場
町
の
旧
町

名
）、
東
京
」
と
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
正
面
が
北
向
き
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
念
仏
川

改
修
工
事
の
際
に
方
向
を
誤

っ
て
設
置
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
本
来
は
荻
野
集

落
を
向
い
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
右
側
面
に
「
此
方
、
い

づ
み
川
（
泉
川
・
旭
市
）、
旭

町
、
銚
子
町
」、
左
側
面
に

「
此
方
、大
つ
か
原（
大
塚
原
・

旭
市
）、し
い
な
内（
椎
名
内
・

旭
市
）、
飯
岡
町（
現
在
は
旭

市
）」と
あ
り
ま
す
。

　

永
喜
講
社
が
そ
の
後
い
つ

ま
で
存
在
し
た
か
は
不
明
で

す
が
、
こ
の
碑
は

市
内
で
た
だ
１
基

の
成
田
山
参
拝
記

念
碑
で
貴
重
と
い

え
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
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・
依
知
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）
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